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《今回の記事》  

 ・「衣」「食」「住」のひと工夫で、あたたかく過ごしましょう！ 

 ・犬を飼っているみなさまへ 

 ・油流出事故に注意しましょう！ 

『ごみ非常事態宣言』継続中 

「衣」「食」「住」のひと工夫で、あたたかく過ごしましょう！ 

○首、手首、足首の「三つの首」をあたためましょう 
 ・太い血管のある部分を重点的にあたためることで体全体があたたまります。マフラー、手袋、レッグ 

  ウォーマーなどを活用しましょう。 

○素材に着目し、おしゃれにあたたまりましょう 
 ・より薄く、軽く、暖かく、機能性素材は進化しています。 

  Ｔシャツや靴下など、素材を意識して、体幹をあたため 

  ましょう。 

○ひざ掛けやストールを活用しましょう 
 ・ひざ掛けやストールでこまめに体温調節をしましょう。 

 12月は「地球温暖化防止月間」です。地球温暖化にストップをかけるためには、

一人ひとりが問題意識をもって、できることから取り組むことが大切です。小さな

積み重ねが、大きな効果につながります。 

○「鍋」でからだも室内もあたためましょう 
 ・鍋は、家族や友人との会話を楽しみながら、からだも室内もあたたかくなって暖房も緩和できる、一石 

  三鳥にも四鳥にもなる料理です。 

 ・一般的に、湿度が高くなると体感温度が上昇するので、暖房を抑えても、寒さを感じにくくなります。 

  鍋はもちろん、ストーブの上でお湯を沸かすなど、湯気による加湿効果を利用し 

  ましょう。（インフルエンザウイルスを抑制する効果もあります。） 

 ・みんなが一つの部屋に集まると、他の部屋の暖房や照明などを使わずに済みます。 

 ・冬が旬の食材、根菜類、とくにしょうがなどはからだを内側からあたためる効用 

  があります。 

○湿度を意識し、体感温度を上げましょう 
 ・温度計、湿度計を置いて室内環境を見えるようにし、無理のない範囲で、無駄な暖房を控えましょう。 

○窓やドアなどからあたたかい空気が逃げないようにしましょう 
 ・冬、家全体のあたたかい空気の約50％は窓やドアから流出していきます。断熱シートや厚手のカーテ 

  ンなどで窓から熱を逃がさないように工夫をしましょう。 

○「道具」や「小物」で暖房に頼りすぎない工夫をしましょう 
 ・あたたかい空気は上にたまります。扇風機などを短時間つけて、空気を循環させましょう。 

 ・湯たんぽ、毛足の長いスリッパやクッションなどを効果的に活用しましょう。 

 冬は一年のうちで最もエネルギーを使用する季節です。 

 過剰な暖房を抑制し、室温２０℃でも快適に過ごすために、私たちが暮らしの中で取り組むこ

とができるメニューはたくさんあります。 

 ここでは省エネしながら、あたたかさもキープする簡単な方法をご紹介します。 



 八代市では、毎月第1日曜日を「やつしろ環境の日」、毎月25日を「ライトダウンの日」とし

ています。環境にやさしい暮らしを、できることからはじめてみませんか。 

●地球市⺠として温暖化対策を進めましょう 
 □ 地球温暖化に関⼼をもち、現状や影響、その対策について、知識や情報を⾝につけましょう。 
 □ 住宅⽤太陽光発電システムや、省エネ家電などを取り⼊れましょう。 

広げよう！環境⾏動の輪  「人と自然が調和するまち やつしろ」をめざして 

犬を飼っているみなさまへ 

油流出事故に注意しましょう！ 
 今年度の県内の油流出事故の発生件数は、31件（Ｈ28.9.30現在）となっており、例年の2倍

のペースとなっています。貯油タンクをお持ちの方は、使用開始前に点検をお願いします。 

 □タンクから配管、ボイラーを点検し、その際、臭いや土に油染みがないか、必ず確認してください。 

 □配管にヒビ、亀裂はありませんか？できれば、地中の配管も一度は点検をお願いします。 

 □継ぎ手がずれていませんか？ネジは折れていませんか？ 

 □油を入れる前に、バルブが締まっているか再確認してください。 

 □使用開始（給油）後、1～2日は燃料の減り具合に気をつけてください。減り方が早ければ、漏れている可 

   能性があります。すぐにバルブを閉めてください。 

 ※ 自然災害が原因の油流出事故であっても、責任は貯油タンクの設置者（使用者）にあります。 

 ※ 流出した油の回収・処理には多額の費用がかかり、その費用は設置者（使用者）が負担することになります。 

 ※ 事故を起こした場合や発見した場合は、関係機関（市役所・保健所・消防署・警察署など）にご連絡ください。 
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「ライトダウンinやっちろ」に参加しませんか？ 
 八代エコキーパーズの呼びかけで、１２月２５日(日)夜８時４５分から９時までの

１５分間ライトダウンが行われます。 

 １５分間、明かりを消して、大切な人との「語らいの時間」を持ってみませんか。 

 家庭や職場などでたくさんの仲間とご参加ください。 

  飼い犬は登録が必要です。また、死亡や住所変更の際には届出が必要です。 
   下記の窓口へご連絡ください。登録は、八代市郡獣医師会加入の動物病院でも行えます。 

  年１回の狂犬病予防注射を必ず受けましょう。 

   狂犬病の予防注射は法律で義務付けられています。最寄りの動物病院で行うか、４月に各地域 

  で実施される集合注射で必ず受けるようにしてください。 

  フンの放置は絶対にやめましょう。 
   飼い主は当然のマナーとして、散歩の時はフン処理の道具を持参し、きちんと持ち帰りましょう。 

  最後まで責任を持って飼いましょう。 
   飼い主は、命あるものを飼うという強い自覚を持ち、命に対して最後まで責任を持ちましょう。 

【お問合せ窓口】 

  市役所 環境課   33-4114  千丁支所 地域振興課 46-1101 

  鏡支所 市民環境課 52-1115  坂本支所 地域振興課 45-2212 

  泉支所 地域振興課 67-2111  東陽支所 地域振興課 65-2111 


